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住
井
す
ゑ
と
そ
の
文
学
の
里（
三
十
六
）

　
　

ー
牛
久
沼
の
ほ
と
り
ー

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

牛
久
沼
の
ウ
ナ
ギ
と
犬
田
一
家

―

『
う
な
丼
』の
元
祖
は
牛
久
沼
の
ウ
ナ
ギ―

　

文
人
画
家（
南
画
を
描
く
画
家
を
指
す
）

小
川
芋
銭
は
大
正
15
年（
１
９
２
６
年
）に

『
茂
り
け
り
草
の
鰻
う
な
ぎ

に
な
ら
ぬ
や
つ
』と
い

う
俳
句
を
詠
ん
だ
。

　

そ
の
牛
久
沼
の
ウ
ナ
ギ
を
新
地
の
人
が

時
々
、
犬
田
家
に
売
り
に
来
て
、
庭
先
で

素
早
く
さ
ば
い
て
く
れ
た
の
を
炭
火
で
あ

ぶ
り
甘
露
煮
に
し
た
そ
う
だ（
長
女
か
ほ

る
の
話
）。

　

話
は
少
し
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
江
戸
幕
府

徳
川
第
11
代
将
軍
家い
え
な
り斉

治
政
下（
在
職
は

天
明
６
年（
１
７
８
６
年
）か
ら
天
保
８
年

（
１
８
３
７
年
））
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
江

戸
伊
勢
町（
現
在
の
中
央
区
日
本
橋
付
近
）

に
大
久
保
今い
ま
す
け助
と
い
う
人
物
が
米こ
め

会か
い

所し
ょ

（
米
商
組
合
の
集
会
所
兼
米
相
場
取
引
所

お
よ
び
手
形
引
替
所
）
を
構
え
て
い
た
。

今
助
は
、
宝
暦
７
年（
１
７
５
７
年
）に
常

陸
国
久
慈
郡
亀
作
村（
現
常
陸
太
田
市
）の

農
家
に
生
ま
れ
て
、
13
歳
の
時
に
江
戸
に

出
て
き
た
。
内
藤
紀
伊
守
の
家
中
と
し
て

仕
え
、
江
戸
随
一
の
人
気
歌
舞
伎
役
者
２

代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
衣
装
番
を
経
て
、
米

問
屋
、
米
相
場
取
引
と
手
形
引
替
な
ど
の

商
い
で
巨
万
の
財
を
成
し
た
。

　

今
助
が
60
歳
を
迎
え
た
文
化
14
年

（
１
８
１
７
年
）ご
ろ
、
生
家
で
の
所
用
の
た

め
江
戸
を
た
っ
た
。
…
水
戸
街
道
を
一
路

下
っ
て
、
下し
も
う
さ総
国
相
馬
郡
の
藤
代
宿（
小
貝

川
寄
り
の
宮
和
田
宿
と
併
せ
て
藤
代
宿
を

構
成
。
現
在
は
取
手
市
に
帰
属
）に
着
く
。

小
貝
川
宮
和
田
の
渡
し
場
で
舟
に
乗
り
、

対
岸
の
常
陸
国
河
内
郡
小
通
幸
谷
村（
現
龍

ケ
崎
市
）に
渡
っ
た
。
こ
こ
よ
り
常
陸
国
で
、

水
戸
街
道
は
若
柴
宿
に
達
し
、
西
進
し
て

牛
久
宿
に
入
る
の
で
あ
っ
た
。
が
、
若
柴
宿

を
通
ら
な
い
で
渡
し
船
で
牛
久
沼
を
横
切

る
方
が
ず
っ
と
近
道
で
あ
っ
た
。
今
助
は
、

八
間
堀
土
手
の
上
を
進
み
、
稗ひ
え
が
ら柄
村む
ら（
現
龍

ケ
崎
市
）の
せ
き（
八
間
落
し
）付
近
の
茶
屋

に
着
い
て
渡
し
船
が
出
る
の
を
待
っ
た
。
茶

屋
で
は
、
飯め
し

と
牛
久
沼
の
ウ
ナ
ギ
料
理
も

出
し
て
い
た
の
で
今
助
は
そ
れ
を
お
か
み
に

注
文
し
た
。
出
て
き
た
飯
と
ウ
ナ
ギ
の
か

ば
焼
き
を
食
べ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、「
船

が
出
る
ぞ
！
」と
、
船
頭
の
声
が
聞
こ
え
た
。

今
助
は
、
と
っ
さ
に
丼
と
皿
と
は
し
を
借
り

て
い
く
こ
と
に
し
た
。
丼
に
盛
ら
れ
て
い
る

飯
の
上
に
、
ウ
ナ
ギ
の
か
ば
焼
き
の
の
っ
た

皿
を
逆
さ
に
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
ま
ま
皿
を
ふ

た
の
代
わ
り
に
し
た
。
そ
う
し
て
手
持
ち
の

ふ
ろ
し
き
で
包
み
手
で
ぶ
ら
下
げ
て
渡
し

こ
と
で
、
物
に
よ
っ
て
は
か
な
り
後
だ
っ
た
。

牛
久
市
は
水
府
村（
現
常
陸
太
田
市
）と
姉

妹
都
市
提
携

　

牛
久
市
は
大
久
保
今
助
の
出
身
地
常
陸

太
田
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
し
て
い
る
。

そ
こ
で
そ
れ
に
至
る
経
緯
を
簡
単
に
記
述

し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
も
そ
も
大
野
正

雄
牛
久
町
長
と
平
山
嘉
郎
水
府
村
村
長
が

親
せ
き
関
係
に
あ
っ
て
、
両
者
の
親
せ
き
付

き
合
い
の
中
か
ら
市
制
施
行
直
前
の
昭
和

61
年（
１
９
８
６
年
）５
月
に
牛
久
町
と
水

府
村
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
の
締
結
と
な
っ

た
の
だ
。
平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）に
水
府

村
は
、
常
陸
太
田
市
、
里
美
村
、
金
砂
郷

町
と
大
合
併
。
そ
の
新
制
常
陸
太
田
市
と

牛
久
市
と
の
間
で
、
平
成
19
年（
２
０
０
７

年
）７
月
開
催
の
か
っ
ぱ
祭
り
に
際
し
、
市

役
所
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
、
水
府
村
と
牛
久
市
の
交
流
を

引
き
継
ぎ
、
両
市
の
親
善
関
係
発
展
の
た

め
、「
姉
妹
都
市
交
流
に
関
す
る
提
携
」の
調

印
式
が
行
わ
れ
た
と
い
う
次
第
だ
。

船（
さ
っ
ぱ
船
）に
乗
っ
た
。（
今
の
時
間
に
す

る
と
10
分
余
り
で
）河
内
郡
城
中
村
根
古
屋

坪
の
渡
し
場
に
着
い
た
。
船
を
下
り
、
渡

し
場
の
森
に
置
か
れ
て
い
る
縁
台
に
腰
を

下
ろ
し
、
丼
の
ふ
た（
皿
）を
取
っ
て
ウ
ナ
ギ

の
か
ば
焼
き
と
飯
を
食
べ
た
。
こ
れ
が
空
腹

だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
大
変
う
ま
か
っ
た
。

　

江
戸
に
戻
っ
た
今
助
は
、
時
々
、
ウ
ナ

ギ
料
理
屋
に
丼
飯
の
上
に
蒲
焼
を
の
せ
て

た
れ
を
か
け
る
と
い
う
特
注
の
出
前
を
頼

ん
だ
。こ
れ
が
略
称「
う
な
丼
」と
呼
ば
れ
、

も
う
一
方
の
深
川
の
漁
師
が
食
べ
た「
深

川
丼
」（
深
川
丼
は
江
戸
＝
東
京
深
川
辺

り
だ
け
）
と
と
も
に
丼
物
の
代
名
詞
と
し

て
、江
戸
八
百
八
町
の
庶
民
に
広
ま
っ
た
。

　

玉
子
丼
、
親
子
丼
、
か
つ
丼
が
世
に
登
場

す
る
の
は
、
明
治
５
年（
１
８
７
２
年
）１
月

に『
天
皇
陛
下
さ
え
牛
肉
を
召
し
上
が
ら
れ

た
！
』と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
っ
た
以
降
の

�牛久沼渡し場の森跡―牛久市
城中町字根古屋地内。江戸幕
府徳川第3代将軍家

い え み つ

光治政下の
寛永11年（1634年）に現在の牛
久沼の南西側に所在している
2000間土手が築かれた。築堤
工事を担当したのは時の関東
郡 代（関 東 地 方 の10万 石 以 上
の幕府領を支配した役職）伊奈
忠治だった。それからすぐに
牛久沼に渡し舟が設置された。
渡し場の森跡の樹齢を重ねた
シイ、ケヤキ、モクズキ、桜
の立ち木が往時の面影をかす
かに残している。―


